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うるさい時には
抗議の電話をしよう

　
総
会
は
、
定
刻
の
一
時
に
始
ま
り
、

森
謙
治
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

執
行
部
を
代
表
し
て
石
郷
岡
忠
男
委
員

長
が
「
軍
事
基
地
爆
音
被
害
を
無
く
す

た
め
、
基
地
撤
去
の
た
た
か
い
を
、
今

後
と
も
粘
り
強
く
た
た
か
う
」
と
決
意

を
の
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
・
福
田
護
代
表
、県
央
共
闘
会
議
・

国
兼
久
子
共
同
代
表
、
第
五
次
厚
木
基

地
爆
音
訴
訟
原
告
団
・
大
波
修
二
団
長
、

社
会
民
主
党
神
奈
川
県
連
合
・
佐
々
木

克
己
副
代
表
よ
り
、
連
帯
と
激
励
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
議
長
に

中
野
渡
強
志
代
議
員
（
座
間
支
部
）
を

全
体
の
拍
手
で
決
定
。
ま
た
、
総
会
執

行
委
員
、
総
会
書
記
な
ど
大
会
役
員
を

選
出
し
ま
し
た
。
次
に
福
田
一
二
総
会

執
行
委
員
長
よ
り
「
総
会
代
議
員
総
数

68
名
の
う
ち
、
出
席
代
議
員
37
名
・
委

任
状
27
名
の
計
64
名
で
総
会
構
成
人
員

を
満
た
し
て
い
る
」
と
の
資
格
審
査
報

告
が
あ
り
、
議
長
が
第
58
回
定
期
総
会

の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
２
０

１
７
年
度
活
動
報
告
と
活
動
総
括
」、
第

二
号
議
案
「
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
た
の
ち
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
第
三
号
議
案
「
２
０
１
８
年
度
活

動
方
針（
案
）」の
提
案
。「
活
動
の
基
調
」

と
し
て
、「
私
た
ち
は
戦
争
を
し
な
い
こ

と
が
、
爆
音
被
害
の
解
消
に
向
か
う
と

信
じ
、
平
和
で
静
か
な
空
を
取
り
戻
す

た
め
、
引
き
続
き
仲
間
と
協
力
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。」
と
、
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
具
体
的
活
動
」
と
し
て
、

①
航
空
機
騒
音
の
解
消
と
基
地
機
能
の

縮
小
の
取
り
組
み
、②
航
空
機
の
墜
落
防

止
・
部
品
落
下
に
対
す
る
取
り
組
み
、③

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
阻
止
の
取
り
組
み
、④

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
取
り
組

み
、⑤
支
部
会
議
の
定
期
開
催
と
会
員
の

拡
大
、⑥
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

放
送
受
信
料
全
額
助

成
の
取
り
組
み
、⑦
自
治
体
と
の
連
携
強

化
、⑧
平
和
憲
法
の
改
悪
を
断
じ
て
許
さ

ず
、
反
基
地
・
平
和
運
動
の
取
り
組
み
、

⑨
平
和
運
動
関
連
団
体
と
の
連
帯
、⑩
専

門
部
と
行
動
企
画
委
員
会
活
動
、
な
ど

の
更
な
る
推
進
が
提
案
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
で
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
第
４
号
議
案
「
２
０
１
８
年
度

一
般
会
計
予
算(

案)

」
が
提
案
さ
れ
承

認
。
２
０
１
８
年
度
役
員
の
確
認
と
総

会
決
議
の
採
択
を
し
、
最
後
に
石
郷
岡

　
２
０
１
８
年
５
月
21
日
（
月
）
14
時

30
分
よ
り
横
浜
地
裁
で
第
五
次
訴
訟
の

第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
12
時
30
分
に
横
浜
地
裁
近
く
の

横
浜
公
園
に
原
告
、
弁
護
団
、
支
援
団

体
な
ど
150
名
以
上
が
集
合
し
、
開
廷
に

備
え
ま
し
た
。
集
合
し
た
原
告
団
は
隊

列
を
と
り
、
地
裁
前
ま
で
行
進
し
、
門

前
で
事
前
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の

後
地
裁
に
入
場
し
ま
し
た
が
、
抽
選
で

傍
聴
者
が
決
め
ら
れ
、
抽
選
に
漏
れ
た

人
は
残
念
な
が
ら
報
告
会
場
の
波
止
場

会
館
で
待
機
と
な
り
ま
し
た
。
第
101
号

法
廷
室
は
満
室
と
な
り
、
こ
の
裁
判
に

か
け
る
私
た
ち
原
告
団
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
14
時
30
分
よ
り
口

頭
弁
論
が
始
ま
り
、
最
初
は
裁
判
長
か

ら
提
出
書
類
の
確
認
が
さ
れ
、
そ
の
後

４
人
の
原
告
が
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
騒
音
地
域
に
暮
ら
し
、
爆

音
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
体
験
し
て
い
る

原
告
の
声
が
、
裁
判
に
ど
う
反
映
さ
れ

る
の
か
、
長
年
の
苦
し
み
、
も
う
爆
音

は
と
め
て
く
れ
と
い
う
、
子
供
の
将
来

ま
で
こ
の
苦
し
み
を
持
ち
越
す
の
か
と

い
う
、
原
告
の
声
を
裁
判
官
、
国
側
は

ど
う
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
横
浜
地
裁
で
の
第
１
回
口
頭
弁
論
が

終
わ
り
、
裁
判
所
で
の
参
加
者
が
報
告

会
場
に
集
結
し
ま
し
た
の
で
、
会
場
は

い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
す
ぐ
報
告
集
会
の

開
会
と
な
り
ま
し
た
。
司
会
は
斎
藤
事

務
局
長
が
行
い
、
大
波
団
長
の
報
告
、

福
田
弁
護
団
長
の
報
告
、
ま
た
、
来
賓

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
原
告
で
陳
述
し
た

方
の
感
想
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
総
じ
て

第
１
回
口
頭
弁
論
は
し
っ
か
り
と
行
え

た
と
い
う
こ
と
で
、
興
奮
の
残
る
報
告

集
会
で
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
山
村
充
夫
）

　
　

委
員
長
の
リ
ー
ド
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う

を
三
唱
し
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
第
二
部
と
し
て
参
加
者
の
皆

さ
ん
で
、
恒
例
の
交
流
会
が
和
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
厚
木
爆
同
第
58
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
５
日
、
大
和
市
渋
谷
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括
と
活
動
方
針
を

決
定
。
自
民
党
一
強
に
お
ご
る
安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
と
と

も
に
、
動
き
出
し
た
第
五
次
爆
音
訴
訟
の
成
功
に
向
け
団
結
し
、
平
和
で

静
か
な
生
活
環
境
を
取
り
も
ど
す
た
め
、
粘
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

＝
は
じ
め
に
＝

＝
議

　
　事
＝

＝
具
体
的
活
動
＝

第
五
次
爆
音
訴
訟
勝
利
を
め
ざ
す

第
五
次
爆
音
訴
訟
勝
利
を
め
ざ
す

憲
法
改
悪
阻
止
！

　基
地
撤
去
！

　

憲
法
改
悪
阻
止
！

　基
地
撤
去
！

　

―
厚
木
爆
同
第
58
回
定
期
代
議
員
総
会
―

―
厚
木
爆
同
第
58
回
定
期
代
議
員
総
会
―

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

　第１
回
口
頭
弁
論
が
開
か
る

第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

　第１
回
口
頭
弁
論
が
開
か
る

横

浜

地

裁

石郷岡委員長開会挨拶（上）
組織拡大と団結強化がんばろう（下）

5.21　第 1回口頭弁論、横浜地裁前集会

5.21　口頭弁論、横浜地裁へ行進



厚 木 基 地 爆 音 防 止 期 成 同 盟 会 報（2）   2018 年 6 月 8日 第 298 号

役　職
委員長
副委員長
〃
〃
書記長
書記次長
〃

総務部長
組織部長
情宣部長
調査部長
会計（一般）
会計（特別）
特別執行委員

〃
会計監査
〃
顧問
〃
〃

   氏　　名
石郷岡 忠男
高 久 　 保
森 　 謙 治
日 朝 　 志 郎
荻 窪 　 幸 一
矢 澤 　 洋 二
小 林 　 正 幸
福 田 　 一 二
矢 澤 　 洋 二
前 田 　 伸 幸
山 本 　 健 治
飯 森 　 昭 男
齋 藤 　 孝 幸
大 波 　 修 二
斉 藤 　 昌 民
山 口 　 繁 美
川 村 　 政 枝
浜 崎 　 重 信
中 川 　 敦 至
平 岡 　 幸 雄

所属支部
綾　瀬
座　間
大和中
海老名
大和北1
大和南１
大和北1
相模原
大和南１
藤　沢
町　田
大和北1
大和中

大和北２
綾　瀬
大和北1
大和中
海老名

第五次厚木爆音訴訟
原告団団長

第五次厚木爆音訴訟
原告団事務局長

　
岩
国
基
地
へ
の
艦
載
機
の
移
駐
が
ほ
ぼ
完

了
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
山
口
新
聞
の
情
報

を
見
る
と
、
こ
の
移
駐
に
よ
っ
て
、
岩
国
の

周
辺
で
は
、
ひ
ど
い
爆
音
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
い
っ
ぺ
ん
に
４
機
も
８
機
も

同
時
に
飛
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
基

地
の
〝
た
ら
い
回
し
〞
に
反
対
し
て
い
る
厚

木
爆
同
の
会
員
と
し
て
心
が
痛
み
ま
す
。
移

駐
後
の
厚
木
基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
は
っ

き
り
と
し
た
情
報
が
な
い
中
で
、
基
地
の
現

状
と
い
う
の
も
、
不
透
明
な
部
分
が
多
い
で

す
が
、
大
和
市
の
対
応
や
厚
木
爆
同
も
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
る
「
大
和
市
基
地
対
策

協
議
会
」
の
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
報
告
し

ま
す
。
　
防
衛
省
の
通
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
５
月
３
日
か
ら
13

日
ま
で
硫
黄
島
に
お
い
て
離
発
着
訓
練
を
行

う
と
い
う
米
軍
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
５
月
９
日
か
ら
は
、

天
候
に
よ
っ
て
は
厚
木
基
地
を
使
用
し
て
訓

練
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
早
速

大
和
市
長
は
こ
の
通
告
が
あ
っ
た
そ
の
日
の

う
ち
に
厚
木
基
地
を
訪
れ
、
厚
木
基
地
で
訓

練
を
行
わ
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
を
し
ま
し

た
。

　
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の
申
し
入
れ
は

無
視
さ
れ
、
13
日
ま
で
の
約
束
は
勝
手
に
延

長
さ
れ
、
特
に
15
日
・
16
日
に
は
厚
木
基
地

周
辺
住
民
は
大
変
ひ
ど
い
爆
音
に
さ
ら
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
、
移
駐
後
も
こ
の
厚
木
基

地
は
、
米
軍
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
基
地

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
、

基
地
の
〝
た
ら
い
回
し
〞
と
い
う
よ
り
厚
木

基
地
は
そ
の
ま
ま
、
岩
国
基
地
の
機
能
拡
大

と
い
っ
た
方
が
正
確
で
す
。

の
コ
ー
ス
上
に
位
置
す
る
大
和
市
の
爆
音
被

害
は
甚
大
な
の
に
、
綾
瀬
市
の
12
億
円
に
対

し
大
和
市
は
３
億
円
と
一
桁
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。）、
住
宅
防
音
事
業
の
拡
充
、
安
全
対

策
の
徹
底
、
そ
し
て
移
駐
後
の
厚
木
基
地
の

運
用
に
つ
い
て
米
軍
と
の
交
渉
に
よ
り
情
報

を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
大
和
市
長
は
、
先
日
会
見
で
、〝
だ
い
ぶ
静

か
に
な
っ
た
〞
と
移
駐
の
成
果
を
報
告
し
て

い
ま
し
た
。
厚
木
爆
同
の
会
員
で
さ
え
、
第

五
次
訴
訟
裁
判
の
結
果
を
心
配
し
、
コ
ン
タ
ー

の
見
直
し
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
艦
載
機
が
い
な

く
な
っ
た
あ
と
、
残
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部

隊
が
我
が
物
顔
で
飛
び
回
り
、　
自
衛
隊
の
Ｐ

１
や
Ｐ
３
Ｃ
が
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
の
訓
練

で
何
度
も
飛
行
し
て
い
ま
す
。
飛
行
機
が
飛

ん
で
い
る
限
り
は
墜
落
や
部
品
落
下
の
不
安

は
消
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
艦
載
機
の
い

な
く
な
っ
た
あ
と
に
新
し
く
部
隊
が
導
入
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
悪
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
で
す
。
厚
木
爆
同
は
、
基
地
対

策
協
議
会
を
通
し
、
行
政
と
も
連
携
す
る
中

で
、
今
後
も
し
っ
か
り
厚
木
基
地
を
監
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
情
宣
部
　
森
　
謙
治
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
月
二
十
七
日
、
宮
崎
地
裁
に
、
新
田
原

基
地
爆
音
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
、
厚
木
か
ら
三

人
が
傍
聴
支
援
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
新
田
原
基
地
は
、
宮
崎
市
の
北
隣
の
新
富

町
の
中
央
台
地
上
に
あ
り
、
一
九
四
〇
年
に

旧
陸
軍
航
空
隊
基
地
と
し
て
開
か
れ
、
特
攻

隊
の
訓
練
・
出
撃
基
地
と
な
り
ま
し
た
。
敗

戦
で
廃
止
さ
れ
、
開
拓
地
と
し
て
民
有
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
一
九
五
七
年
に
航
空
自
衛
隊

の
訓
練
基
地
と
な
り
、
八
〇
年
以
降
は
毎
年
、

日
米
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

基
地
内
に
は
米
軍
宿
舎
も
あ
り
ま
す
。

　
訓
練
基
地
の
た
め
、
他
基
地
に
比
し
て
墜

落
事
故
・
部
品
落
下
、
複
数
機
で
の
離
着
陸

や
タ
ッ
チ
＆
ゴ
ー
も
多
く
、
騒
音
発
生
回
数

は
年
間
一
万
八
一
三
五
回
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
人
口
一
万
八
千
の
一
割
、
千
八
百
人

が
自
衛
隊
員
と
い
う
中
で
の
爆
音
訴
訟
の
提

起
は
大
変
困
難
だ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
飛
行

差
し
止
め
と
損
害
賠
償
を
求
め
て
一
二
二
名

が
訴
訟
し
、
そ
の
訴
訟
団
は
全
国
基
地
訴
訟

連
絡
会
議
に
新
加
入
し
ま
し
た
。

　
　
　
　　
　
　
　
　（
情
宣
部
　
中
坪
　
清
）

　
そ
ん
な
中
で
、
厚
木
爆
同
の
要
望
も
あ
っ

て
、
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
で
は
、
４
月

27
日
に
厚
木
基
地
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

「
移
駐
後
の
厚
木
基
地
の
様
子
を
知
り
た
い
」

と
要
望
し
た
の
で
す
が
、
実
際
は
、
自
衛
隊

の
安
全
対
策
が
テ
ー
マ
と
な
り
、
厚
木
基
地

の
様
子
と
い
う
よ
り
、
部
品
落
下
や
墜
落
防

止
の
た
め
の
取
り
組
み
の
説
明
と
、
点
検
整

備
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。
移
駐
後
の
基

地
の
実
態
、
特
に
米
軍
の
様
子
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
バ
ス
で
、
基
地
内
を
移
動

す
る
間
、
人
と
ほ
と
ん
ど
出
会
わ
な
い
状
況

で
し
た
。
自
衛
隊
員
が
２
、
３
人
体
育
館
の

出
入
り
口
で
休
ん
で
い
た
く
ら
い
で
、
本
当

に
閑
散
と
し
た
様
子
で
し
た
。
移
駐
が
進
ん

で
い
る
実
感
は
持
ち
ま
し
た
。
と
に
か
く
広

く
て
、
こ
の
面
積
が
大
和
市･

綾
瀬
市
に
返
還

さ
れ
た
な
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
生
ま

れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
和
市
で
は
、
基
地
返
還
を
方
針
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
目
標
を
受
け
、
基
地
対
策
協

議
会
で
は
、
毎
年
夏
に
防
衛
省
、
外
務
省
、

総
務
省
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
現
実
的
に
考
え
て
も
、
基
地
の
返
還
が

簡
単
で
な
い
こ
と
は
事
実
で
す
。
綾
瀬
市
で

は
、
移
駐
で
い
ら
な
く
な
っ
た
米
軍
の
住
宅

や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
一
部
返
還
を
求
め
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
厚
木
基
地
の

大
和
市
域
は
滑
走
路
や
格
納
庫
が
主
で
、
一

部
返
還
と
い
う
取
り
組
み
は
難
し
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、ま
ず
は
、高
さ
制
限
の
撤
廃
（
滑

走
路
の
周
辺
は
高
層
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
45
ｍ
の
高
さ
制
限
は
、
大
和
市
域
の

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
大
和
市

の
街
作
り
の
阻
害
や
経
済
的
損
失
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。）、
そ
し
て
、
基
地
交
付
金

の
見
直
し
（
交
付
金
は
、
固
定
資
産
税
に
代

わ
る
財
政
補
助
金
的
な
性
格
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
交
付
額
は
市
域
に
か
か
る
基
地
の

面
積
を
基
に
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
滑
走
路

《20 1 8 年度》

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員

　
海
老
名
支
部
の
会
員
は
三
十
二
名
で
す

が
、
爆
同
の
諸
動
員
へ
の
参
加
数
は
他
支

部
に
負
け
な
い
と

自
負
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
海
老

名
の
会
員
の
う
ち
の
十
数
名
が
実
行
委
員

会
を
作
っ
て
夏
休
み
の
平
和
映
画
会
を
毎

年
や
り
、
二
回
の
準
備
会
・
担
当
地
区
で

の
映
画
会
の
実
行
・
反
省
会
・
新
年
会
と
、

親
睦
の
機
会
が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
映
画
会
は
、
厚
木
基
地
を
人
間
の
輪

で
包
囲
し
た
一
九
八
八
年
に
「
海
老
名
で

何
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
て
始
め
た
も

の
で
、
今
年
で
三
十
一
回
目
に
な
り
ま
す
。

映
画
は
高
教
組
か
ら
借
り
て
「
ほ
た
る
の

墓
」「
パ
パ
マ
マ
バ
イ
バ
イ
」
な
ど
数
本
を

順
繰
り
に
上
映
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中

沢
啓
治
の
名
作
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
七

月
二
十
日
〜
八
月
二
日
、
海
老
名
市
内
十

二
の
コ
ミ
セ
ン
や
小
中
学
校
を
巡
回
上
映

し
ま
す
。
七
月
に
は
日
程

も
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

他
支
部
か
ら
も
ご
参
加
下

さ
い
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

海
老
名
支
部

中
坪

　清

支
部
長

ー
毎
夏
ー

  

平
和
映
画
会
の
開
催

ー
毎
夏
ー

  

平
和
映
画
会
の
開
催

（兼務）新
田
原
基
地
訴
訟

　
　支
援
行
動
報
告

に
ゅ
う
た
ば
る

厚
木
基
地
の
現
状
と

　大
和
市
の
取
り
組
み

はだしのゲン


